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火星はPhobosとDeimosの二つの衛星をもつ。

その起源が始原天体の捕獲によるものなのか

（捕獲説）、火星への隕石衝突による飛散物の

集積なのか（衝突説）、まだ特定にはいたって

いない。これら衛星の直接探査は今までなされ

てこなかったが、現在日本ではこの火星衛星の

探査計画が進行中である。その最重要目的は火

星衛星の起源解明である。衛星全球の元素分析

を行うことで、組成が火星物質組成と始原天体

組成のどちらに近いのかを判別することによ

り、その起源を解明する。始原天体は火星物質

と比較して水素濃度の高いものが多く存在す

る。水素量を定量することで、火星物質組成と

始原天体組成を判別できる。水素は中性子の減

速材としての役割を果たすため、中性子は水素

の存在に敏感である。従って、各エネルギー範

囲における中性子フラックスの増減を比較す

ることで、水素濃度の定量が可能である。 

リチウムガラスシンチレータ（LiG）とホウ

素含有のプラスチックシンチレータ(BLP)の

二種類のシンチレータで構成される中性子分

光計の水素定量能力をシミュレーションによ

り評価した。LiG は熱中性子(0.025 eV-1 eV)、

BLP は熱外中性子(1 eV-500 keV)と高速中性子

(500 keV-7 MeV)を検出する。粒子輸送のモン

テカ ルロシミ ュレーシ ョンコー ド は

PHITS(Particle and Heavy Ion Transport code 

System)を使用し、火星衛星表層から発生する

ガンマ線、中性子、および中性子検出器内での

中性子、線などの放射線の挙動を評価した。

銀河宇宙線スペクトル(10 MeV/n -100 GeV/n)

は太陽活動極小期のものを仮定した。火星隕石

組成(Shergotty, Chassigny, Nakhla)、始原天体の

組成は最も水素を多く含む CI コンドライト組

成を用いた。 

水素を 0-20000 ppm の範囲で火星衛星に添

加したときの表層から発生する中性子の計数

率の変化を観測し、その結果を図 1 に示す。縦

軸は BLP の熱外中性子の計数率、横軸は LiG

の熱中性子の計数率である。図から分かるよう

に、LiG の中性子計数率において、火星隕石組

成と CI コンドライト組成には明確な差が現れ

る。さらに、水素濃度を定量することにより、

火星物質組成と始原天体組成を判別し、将来、

火星衛星起源の解明につながることが期待さ

れる。 

 

図１ BLP と LiG の中性子計数率の相関図 
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